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旧豊田貯水池利活用方針（案）の中間とりまとめを作成したことに伴い、市民の皆様からのご意

見を募集します。 

 

 

１ 募集期間  令和２年４月 13 日(月)～6 月 30 日(火) 

       

２ 中間とりまとめの閲覧場所  市ウェブサイト、各行政センター、市政情報センター、 

各市民サービスセンター、中央公民館、 

公有資産マネジメント課 

 

 ３ 対  象  市政に関心のある方 

 

 ４ 応募方法  市ウェブサイト、もしくは閲覧場所備え付けの所定の様式 

        ウェブサイトＵＲＬ 

http://www.city.koriyama.lg.jp/soshikinogoannai/zaimubu/koyushisanmanage

mentka/gomu/1/kyuutoyotatyosuitirikatuyou/20326.html 

 

 

 

   

 

         

        ＜旧豊田貯水池利活用方針（案）＞ 

旧豊田貯水池は、現在貯水池としての役割を終えたため、新たな利活用策に

ついて各分野の専門家で構成する有識者懇談会等を設置し、歴史的価値や本市

まちづくりの基本となる「郡山市都市計画マスタープラン」や「SDGｓ未来都

市等提言書」など本市の各種計画や市議会公有資産活用検討特別委員会からの

提言、さらには市民の皆様からの様々な御意見等を踏まえながら検討を進めて

おり、今回利活用方針（案）（中間とりまとめ）を作成しました。 

 

旧豊田貯水池利活用方針（案）（中間とりまとめ）に係る 

市民の皆様からのご意見を募集します 

 

令和２年４月 13 日 

郡山市財務部 

公有資産マネジメント課 

担当：郡司 兼介 

TEL：924―2051 

SDGｓ  ターゲット 11.3 「包摂的かつ持続可能な人間居住計画・管理の能力を強化する」 

ターゲット 11．３ 

 

入力フォームにアクセスできます。 

https://www.city.koriyama.lg.jp/shiseijoho/koho_kocho/10/2020houdoushiryou/index.html
http://www.city.koriyama.lg.jp/soshikinogoannai/zaimubu/koyushisanmanagementka/gomu/1/kyuutoyotatyosuitirikatuyou/20326.html
http://www.city.koriyama.lg.jp/soshikinogoannai/zaimubu/koyushisanmanagementka/gomu/1/kyuutoyotatyosuitirikatuyou/20326.html


旧豊田貯水池利活用方針（案）（中間とりまとめ） 

に関する意見シート 

〇 はじめに 

旧豊田貯水池は、現在貯水池としての役割を終えたため、新たな利活用策について各分野

の専門家で構成する有識者懇談会等を設置し、歴史的価値や本市まちづくりの基本となる

「郡山市都市計画マスタープラン」や「SDGｓ未来都市等提言書」など本市の各種計画や市

議会公有資産活用検討特別委員会からの提言、さらには市民の皆様からの様々な御意見等を

踏まえながら検討を進めており、今回利活用方針（案）（中間とりまとめ）を作成しました。 

つきましては、検討を進める際の参考とするため、旧豊田貯水池利活用方針（案）（中間

とりまとめに関する意見を募集しますので、ご協力をお願いします。 

※ 今回公表している利活用方針（案）（中間とりまとめ）は、有識者懇談会等においてご

検討いただいている中間（案）です。この中で、ご提示しているＡ～Ｃのイメージ図

（案）は、利活用方針コンセプト（案）、目指す姿、実現化方針で示した考え方をイメ

ージ図化したものであり、当該地の具体的な整備の計画図ではありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 頂いたご意見について 

○ ご回答いただいたご意見につきましては、上記の目的以外には使用しません。 

○ ご回答いただいたご意見についての個別の回答は控えさせていただきますのでご了承くだ

さい。 

○ 電子データは、下記の郡山市ウェブサイトに掲載しております。 

ＵＲＬ：

http://www.city.koriyama.lg.jp/soshikinogoannai/zaimubu/koyushisanmanage

mentka/gomu/1/kyuutoyotatyosuitirikatuyou/20326.html 

■ 受付期間・回答方法 

○ 回答の受付期間：令和２年６月３０日（火曜日）１７時１５分まで 

○ 回答方法：各行政センター等に設置した回収箱、ウェブサイトの入力フォーム、ＦＡＸ、

下記問合せ先へ持参 

○ 入力フォーム：下記ＵＲＬまたはＱＲコードからウェブサイトへアクセス 

ＵＲＬ： 

http://www.task-asp.net/cu/eg/lar072036.task?app=201900190 

                      

■ 著作権等について  

〇 著作権等の権利については、全て郡山市に帰属するため、郡山市の承諾を受けずにこれを

公開し又は貸与し若しくは使用等したりしないでください。 

■ 問い合わせ先 

郡山市 財務部 公有資産マネジメント課 

ＴＥＬ：０２４－９２４－２０５１ 

ＦＡＸ：０２４－９３１－３２４５ 

 

記入欄は裏面 

ＱＲコードはこちら →  
 

http://www.city.koriyama.lg.jp/soshikinogoannai/zaimubu/koyushisanmanagementka/gomu/1/kyuutoyotatyosuitirikatuyou/20326.html
http://www.city.koriyama.lg.jp/soshikinogoannai/zaimubu/koyushisanmanagementka/gomu/1/kyuutoyotatyosuitirikatuyou/20326.html
http://www.task-asp.net/cu/eg/lar072036.task?app=201900190


（当てはまる数字に〇をつけてください。） 

Ｑ１．あなたについてお聞かせください。 

① 年齢 
１．～１９歳    ２．２０～３０代   ３．４０～５０代 

４．６０～７０代  ５．８０歳以上 

② お住まい １．郡山市内  ２．市外（   市・   町・   村） 

③ ご職業 
１．会社員（公務員・団体職員含む） ２．自営業（農林業含む） 

 ３．パート、アルバイト ４．主婦（夫） ５．学生 ６．無職 

 

 Ｑ２．利活用（案）についてお聞かせください。 

①  ５つの着眼点について（Ｐ２ 着眼点（論点）の整理） 

１．良い   ２．やや良い  ３．ふつう   ４．やや悪い   ５．悪い 

 

理由（                               ） 

 

②  コンセプト（案）について（Ｐ５ 旧豊田貯水池利活用方針コンセプト(案)） 

１．良い   ２．やや良い  ３．ふつう   ４．やや悪い   ５．悪い 

 

理由（                               ） 

 

③  どの案が気に入りましたか（Ｐ６～Ｐ１２） 

１．Ａ案（体験重視案）  ２．Ｂ案（保全重視案）  ３．Ｃ案（歴史重視案） 

 

理由（                               ） 

 

④  その他、ご意見等がございましたらご記入ください。 

 

 

 

 

 

ご協力誠にありがとうございました。 



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

旧豊⽥貯⽔池利活⽤方針（案）（中間とりまとめ） 
 

 
 

 

 

 

 

  

SDGs未来都市 郡山市  

郡山市財務部公有資産マネジメント課 
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１．これまでの経過
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 25 年 

浄⽔施設廃止 

平成 25 年〜平成 31 年 

 市内部での後利⽤検討  
（水質保全・浸水被害対策・公有資産活用等） 

令和元年 

利活⽤方針（案）の検討 
（有識者懇談会等の設置・検討） 
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２．着眼点（論点）の整理
 

  

（２）これまでの検討内容 
項目 ポイント 着眼点 

①庁内  浸水被害対策への活用 

※集中豪雨対策としての活用は、浸水被害対策本部において検討 

 郡山市の魅力ある都市景観の貴重な水辺空間 

※旧豊田貯水池整備にかかる公有資産活用調整会議作業部会に

おいて検討 

 歴史的な役割を踏まえた学習への活用 

防災 

歴史・文化 

みどり・環境 

②議会 
公有資産の有

効活用に向け

た提言書 

 旧豊田浄水場跡地の一部について、安全性を確保のうえ、駐車場

や自由広場等として暫定利用できるよう、必要最低限の整備に向

け対応 

 将来の利用計画についても、早急に検討 

まちづくり 

③市民等意

見 
市民意見調査

報告書 

 最終的な利用方法としては、駐車場（32.2％）、新たな公共施設

と駐車場（27.5％）、水辺空間を活かした公園（16.0％）、子ども

のための施設など 

まちづくり 

郡山グランド

デザイン

Project 

 地下駐車場の設置 

 交通結節機能（ターミナル） 

 利用に関する自由度の高い市民の憩いの広場・イベント会場（イ

ベント基地） 

まちづくり 

 

子ども・市民交流・健康 

 

（３）旧豊⽥貯⽔池の利活⽤方針に係る着眼点 

 

着眼点⑤︓まちづくり 
 郡山市の中⼼エリアの魅⼒向上 
 交通結節機能の形成 

着眼点①︓歴史・⽂化 
 郡山市の歴史・文化の伝承、親しみの醸成 
 子どもたちの学びの場 

着眼点②︓みどり・環境 
 まちなかで緑を感じる潤いの空間 
 ＳＤＧｓの達成に資するグリーンインフラ 

着眼点③︓⼦ども・市⺠交流・健康 
 市⺠が集う活気あふれる空間 
 高齢者をはじめとする全世代の健康福祉の増進 
 子どもが遊べる空間 

着眼点④︓防災 
 災害時の避難場所として市⺠の安全・安⼼を形成 
 周辺施設（開成山公園、21 世紀記念公園等）との役割分

担・連携 

（１）関連する郡⼭市の計画・取組みの整理 
項目 ポイント 着眼点 

郡山市まち

づくり基本

方針 

 国内外に発信できる、自慢の地域資源があるまち 

 笑顔があふれ、未来への夢を育むまち 

 市民生活に活気があり、地域で楽しく元気に暮らせるまち 

 環境にやさしく自然豊かな、住んでいてよかったなと思えるまち 

 誰もが安心して快適に暮らせるまち 

 豊かなまちなみがあり、誇りと魅力あふれるまち 

歴史・文化 

子ども・市民交流・健康 

みどり・環境 

防災 

まちづくり 

2019 年度 

ＳＤＧｓ未

来都市等提

案書 

サマリー 

 創造事業 

全世代の住民の「真の健康」を達成 

 環境～豊かな「体感環境」～ 

（グリーンインフラとグレーインフラのベストミックス） 

子ども・市民交流・健康 

 

みどり・環境 

 

郡山市都市

計画マスタ

ープラン 

 郡山市の市街地形成のシンボルとして、隣接する開成山公園との

役割分担に留意して利活用方針を検討 

 市民の健康増進や憩いの場 

 災害時における避難場所 

歴史・文化 

みどり・環境 

子ども・市民交流・健康 

防災 

郡山市低炭

素まちづく

り計画 

 まちなかで歴史と緑を感じるまちづくり 

 高齢者が健康に、安心して暮らせるまちの形成 

歴史・文化 

みどり・環境 

子ども・市民交流・健康 
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３．着眼点（論点）を踏まえた有識者会議での意⾒
  

②みどり・環境 
ポイント 

●SDGs 体感未来都市こおりやま（2019 年度ＳＤＧｓ未来都市等提案書サマリー） 

・良好な環境は成長・発展の源泉 

・グリーンインフラとグレーインフラのベストミックス 

（環境に対する意識を高め、一人ひとりの行動変容を促す） 

●安らぎと潤いのある市街地の景観 

・自然的なみどりや水辺に触れられる空間 

●生き物の生息・生育空間 

・都市の生物多様性を支える重要な役割 

●敷地の大きさを活かしたグリーンインフラ 

・敷地からの雨水流出はグリーンインフラで抑制し下流域の浸水被害を低減 

・一時貯留した敷地内の雨水は、湿地や池・水田等に活用 

④防災 
ポイント 

●水害対策 

・グリーンインフラによる水害対策 

・ゲリラ豪雨などを想定（郡山市ゲリラ豪雨対策 9年プラン） 

・既設の雨水貯留施設の継続利用 

●防災機能の補完 

・開成山公園及び２１世紀記念公園とともに、防災施設として

一体的に利用 

③市⺠交流・⼦ども・健康増進 
ポイント 

●SDGs 体感未来都市こおりやま（2019 年度ＳＤＧｓ未来都市等提案書サマリー） 

・「全世代健康都市圏」の創造 

●本物の自然体験 

・近年、教育において重視される体験活動の場 

・子どもたちが地域の産業、生活・文化的環境、歴史、自然環境などを学べる場 

●市民交流 

・人が交流し、明るい声が聞こえる場所、みんなが集まれるオープンなシェアスペース 

・施設の運営方法の検討 

●開成山公園との連携 

・運動機能の中核を担い、イベント会場にもなっている開成山公園との連携 

 

①歴史・⽂化 
ポイント 

●ため池としての旧豊田貯水池の歴史 

・貯水池内面の石張 

・近代水道の創設 

「今日の郡山市の礎を築き、命の水瓶であったという飲料水の歴史」 

●安積疏水の歴史  

・将来の子どもたちのために遺すべき歴史的遺構 

・安積疏水の流入水路 

●樹齢 300 年を超えるマツ 

・いにしえの歴史を伝えるマツは重要であるため現状保存 

●歴史・文化施設  

・隣接する「こおりやま文学の森」のトレイルとのつながり 

●郡山の地勢 

西に猪苗代湖、東に阿武隈山地、北は安達太良山 

キーワード 

「多様性・安全性・柔軟性」 

⑤まちづくり 
ポイント 

●未来の変化に対応できるまち 

・将来の課題に対応できる柔軟性 

・新しい時代に新しい機能を持たせられるストック 

●歴史と緑の生活文化軸 

・郡山市市街地形成のシンボル 

・歴史や緑などの資源を生かし、自然の魅力あふれる都市環境の形成 

●歩きたくなるまち 

・歩行者・自転車等の人優先の安全で快適な道路空間の創出 

・歩く機会の増加により市民の健康増進 
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４．新たに配慮すべき視点【台風 19 号被害への対応を踏まえて】 

  ◆台風１９号による被害状況 
 

◆気候変動を前提とした各種制度設計の必要性 
 

SDGs 未来都市実現に向け、 

特にゴール 13（「気候変動に具体的な対策を」）を 

重要視したまちづくりを推進 
 

 

 

 

 

 

●台風 19 号の接近・通過時期 

・2019 年 10 月 12 日（土）午後～ 
2019 年 10 月 13 日（日）未明 

●降水量（12 日正午から 13 日午前 4 時まで） 

・中田ふれあいセンター（東部）284.5mm 

・芳賀地域公民館（東部）281.5mm 

・谷田川小学校（東部）274.5mm 

・福島河川事務所（北部）218.0mm 

・郡山市役所（中央）173.0mm 

※出典：気象庁をはじめ国県市が設置する雨量計データ 

 

気象庁の 12 時間降水量 170.5mm 

 

【 観測史上 1 位 】 

 

●人的被害 

死者 6名、負傷者 1名 

●家屋被害 

浸水被害：21,331 世帯（全世帯の 14.9％） 

●河川被害 

〈1〉 国土交通省管理河川 

・阿武隈川：越水 6箇所、溢水 1箇所 

〈2〉 福島県管理河川 

・谷田川：決壊 2箇所、藤田川：決壊 1 
箇所、逢瀬川：越水（若葉町、富久山 

町久保田付近）、笹原川：越水（安積1丁目付近） 

〈3〉 郡山市管理河川 

・決壊等なし 

●被害状況写真 

出典︓郡山市資料 

●浸水区域 

気候変動対応を強く意識した 

旧豊⽥貯⽔池の利活⽤方針策定の必要性 

「防災」「減災」「リスクマネジメント」 

「2050 年 二酸化炭素排出量実質ゼロ」への賛同 

（2019.11.28） 

世界 102 都市、国内９都市が賛同（福島県では郡山市が初） 

４ 
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５．旧豊⽥貯⽔池利活⽤方針コンセプト（案） 

【コンセプト】 みんなで育てる 未来へ受け継ぐ 郡⼭のフロンティアスピリッツ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【実現化方針】 多様な主体の参画の推進 
市民が集い、活気あふれる空間が求められています。市民、事

業者、行政など、多様な主体が、計画、整備、管理運営など各所

で参画する仕掛けを導入することで、「自分たちの場所」という意

識づけを行い、愛され続ける空間を実現します。 

環境と安全に配慮した みどりの空間 

多様な動植物が生息できる自然環境が残っており、誰もが安心

して快適に過ごせる、みどりあふれる空間を目指します。災害時

には他の防災施設等と連携した活用を目指します。 

未来に受け継ぐ 学びあふれる みどりの空間 

郡山の未来を担う子どもたちのための、多様で豊かな学びあふれ

る空間を目指します。農業体験や環境学習・自然遊びなどを通して、

子どもたちの生きる力を育み、後世に受け継いでいきます。 

郡⼭の歴史を感じられる ⽔辺とみどりの空間 

郡山の礎となった安積開拓の歴史（フロンティアスピリッツ）を感じ、 

市民に安らぎと癒しを与える水辺空間とみどりの空間を守り育てていきます。 

【目指す姿】 

 体験 
【実現化方針】 体験活動ができる空間の創出 
子どもたち等の生きる力を育むため、体験学習の機会や場が

求められています。農業を体験できる水田や畑によって、土に

触れ、汗を流し、収穫の喜びを得るといった豊かな学びの空間

を創出します。また、農地が身近にあることで、郡山の基幹産

業である農業が、市民にとって魅力的に感じられるものになる

ことが期待されます。 

【実現化方針】 自然を体験できる自由な遊び場の創出 
子どもたち等が自然の中で遊べる場所が求められています。

まちなかの貴重なまとまったみどりの空間を活かし、体全体で

五感を使って自然を体験できる自由な遊び場を創出します。 

【実現化方針】 動植物の生息地・生育地の保全 
郡山のまちなかでは宅地化により、生物の多様性が失われて

います。旧豊田貯水池の自然を活かし、動植物の生息地・生育

地を保全します。また、動植物の環境観察学習の場として活用

します。 

【実現化方針】 郡山を感じられる自然空間の創出 
旧豊田貯水池は、樹齢約 300 年ともいわれるマツの古木を始

めとする樹木やヨシの群落が息づき、多様な鳥類が生息するみ

どりの空間であるとともに、郡山の安積開拓の歴史も包含する

いわば「小さな郡山」のような場となっています。旧豊田貯水

池の資源を活かし、郡山を象徴する市民の癒しと安らぎの空間

を創出します。 

【実現化方針】 郡山の安積開拓の歴史の継承 
旧豊田貯水池には、郡山の歴史を象徴する安積疏水がありま

す。こうした資源を活かし、今日の郡山の礎を築いた安積疏水

の歴史に思いをはせる場として、安積疏水が郡山市民のいのち

の水瓶であったことを伝える空間を創出します 

【実現化方針】 ⽔辺空間の創出 
旧豊田貯水池は、市民生活を支える水源として近年まで機能

していました。かんがい用のため池に始まり、貯水池として機

能してきた旧豊田貯水池の歴史を遺し、伝えていく場として、

水辺空間を創出します。 

【実現化方針】 自然を活⽤した浸⽔対策 
地盤面が低く、雨水が流れ込みやすい旧豊田貯水池では、雨水

を一時的に貯留し、一度に大量の雨水を流さない対策が求められ

ています。既設の雨水貯留槽だけではなく、グリーンインフラも

組み合わせた浸水対策を実現します。 

【実現化方針】 歩きたくなる道の整備 
旧豊田貯水池は開成山公園エリアと中心市街地エリアを結ぶ直線

上にあり、両エリアを訪れる人が車で通過する位置にあります。車を

止められる場所を確保し、歩きたくなるような道を作ることで、賑わ

いの拠点を結ぶ軸としての空間を実現します。 

「SDGs 体感未来都市 こおりやま」を支える みどりの空間 

気候変動への対応など、持続可能なまちづくりに向けた先導的取組を進めていく

「ＳＤＧｓ体感未来都市こおりやま」の実現に資するみどりの空間を目指します。 

 

 保全  歴史 

気候変動対応型の旧豊⽥貯⽔池 「防災」「減災」「リスクマネジメント」 

５ 
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６．利活⽤方針イメージ案の概要 
 

 Ａ案 「体験」重視案 

体験と遊びがあふれる わたしたちの郡山 

Ｂ案 「保全」重視案 

生物多様性を守り 学び 伝える みどりの広場 

Ｃ案 「歴史」重視案 

安積開拓時代へタイムスリップ 郡山の歴史体感ミュージアム 
概念図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

概要 市民の「体験」を重視 

●農業体験エリア 

・市民の農業体験学習（水田・畑・果樹園） 

●自然遊びエリア 

・自然を体験できる自由な遊び場（冒険遊び場・築山） 

●展望エリア 

・郡山を感じられる自然空間づくり（築山・池） 

●イベントエリア 

・多様な主体の参画の推進（植樹・管理事務所） 

●水辺エリア 

・旧豊田貯水池及び安積疏水関連遺構の再生 

現況のヨシと生物多様性の「保全」を重視 

●ヨシ保全エリア 

・現況ヨシの保全、生物多様性の保全（ウッドデッキ） 

●観察エリア 

・ヨシ原や水辺の野鳥を観察（展望台） 

●ビオトープエリア 

・環境学習（トンボ池） 

●水田エリア 

・ビオトープの一部として環境学習 ・農業体験学習 

●水辺エリア 

・水鳥や昆虫等、水辺の生物の保全（野鳥観察小屋） 

・旧豊田貯水池及び安積疏水関連遺構の再生 

郡山の「歴史」を重視 

●トンネルエリア 

・開拓の歴史を感じるトンネルを再現（水路トンネル） 

●水田エリア・畑エリア 

・農業を通して開拓の歴史学習（作業小屋・水車小屋） 

・農業体験学習（水田・畑） 

●広場・植樹エリア 

・市民が協力して植樹（植樹） 

・様々なイベントが一年中開催（広場） ・災害時にも活用 

●水辺エリア 

・旧豊田貯水池及び安積疏水関連遺構の再生 

重視した 

実現化方針 

体験 保全 歴史 SDGs 体験 保全 歴史 SDGs 体験 保全 歴史 SDGs 

◎ 〇 〇 ◎ 〇 ◎ 〇 ◎ 〇 〇 ◎ ◎ 

イメージ 

写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３案共通 

機能の 

イメージ 

「防災」「減災」「リスクマネジメント」既存資源を活かした防災機能を重視 

●広大な敷地と立地を活かした市民の防災学習拠点 

●旧豊田貯水池の緑を活かした雨水の流出の抑制 

 

 

展望 

エリア 

水辺 

エリア 

農業体験 

エリア 

イベント

エリア 

自然遊び 

エリア 

グリーントラベルルート 

水辺 

エリア 

ヨシ保全 

エリア 

畑 

エリア 

トンネル

エリア 

水辺 

エリア 

グリーントラベルルート 

出典: ①国土交通省グリーンインフラの事例 www.mlit.go.jp/common/001180165.pdf www.mlit.go.jp/common/001286039.pdf 

②国営海の中道海浜公園 HP https://uminaka-park.jp/nature/ ③琵琶湖疏水記念館 HPhttps://biwakososui-museum.jp/about/ ④名古屋市上下水道局資料 ⑤岐阜市広報 

水田 

エリア 

グリーントラベルルート 

観察 

エリア 

グリーントラベルルート 

水田 

エリア 

広場･植樹 

エリア 

ﾋﾞｵﾄｰﾌﾟ 

エリア 

グリーントラベルルート 

透水性舗装・植栽① レインガーデン① 

農業体験エリア① 自然遊びエリア① ヨシ保全エリア（現況写真） ビオトープエリア② 畑エリア② 植樹エリア② 

防災体験アプリ④ 土のう積み体験⑤ 

６ 
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６-１. 利活⽤方針Ａ案（平⾯図）  体験と遊びがあふれる わたしたちの郡⼭ 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  
薬草園・ワイルドフラワーメドウ 

市民農園             

田んぼや果樹園を設け、市内農家の 

協力を得ながら、市全域の学校を対 

象に体験学習を行います。また、食 

育の場としても活用します。    

  

市⺠の「体験」を重視  〜多くの世代が体験できる空間として整備した案〜 

●水田や畑での農作業をはじめとした体験活動を行うことで、子どもたち等の豊かな学びの場を提供します。 

●五感を使って自然を体験できる子どもたち等の遊び場を整備し、生きる力を育みます。 

●山々に囲まれた郡山独自の地勢を体感できるように築山や池を配置し、まちへの愛着を醸成します。 

●市民協働による植樹を行い、来たくなる場所としていきます。               

薬草園・ワイルドフラワーメドウ 

郡山の生物や植物にとって、より 

自然に近い生息地・生育地及び薬

草園を設けます。 
水辺エリア     

敷地に降った雨水を 

活用して水辺空間を 

整備します。 

郡山市の花・木・鳥 

市民が郡山を体感できるよう、郡山市の花（ハナカツミ）、木（ヤマザ

クラ）、鳥（カッコウ）と親しめる場を創出します。 

 

 

 

 

ハナカツミ  ヤマザクラ    カッコウ 

市民農園             

 

田んぼや果樹園を設け、体験学習や 

食育の場としても活用します。   

 

 

自然遊びエリア      

自ら考え、五感で自然を体験 

することで「生きる力」を育 

               みます。          

イベントエリア       

市民協働で植樹を行います。 

広場（芝）では、イベントを開催 

します。災害時にはテント村等と 

して活用します。 

【３案共通の防災機能①】防災学習 

：現在位置周辺の浸水被害想定がカメラに合成表示されるなど IT を

活用した体験や、土のうづくり体験など、市民が気軽に来ることの

できる立地の良さを活かし、防災学習の機会を提供します。 

【３案共通の防災機能②】雨水の流出抑制 

：透水性舗装や植栽を取り入れたグリーントラベルルート、レインガ 

ーデンにより、敷地内に降った雨水を緑地にゆっくりと浸透させ、内水氾濫を抑制します。 

薬草園・ワイルドフラワーメドウ 
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６-１. 利活⽤方針Ａ案（3D 図）  体験と遊びがあふれる わたしたちの郡⼭ 
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６-２. 利活⽤方針Ｂ案（平⾯図）  生物多様性を守り 学び 伝える みどりの広場 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

現況のヨシと生物多様性の「保全」を重視 〜生物多様性の保全とともに、敷地全体に環境学習を取り入れた案〜 

●現況のヨシを含めた生物の生育地・生息地をなるべく手を付けない形で保全し、生物の多様性を学べる環

境学習の場として活用します。 

●ヨシ原の中央を横断できるようにウッドデッキを整備し、ヨシやヨシに集まる多様な生物を観察できるよ

うにします。 

●水田を有するビオトープを整備し、ヨシ保全エリアとともに、環境学習の場として活用します。 

●野鳥観察小屋や展望台を整備し、水辺に集まる水鳥を観察できるようにします。 

野鳥観察小屋 

水辺に集まる水鳥を観察小屋

から見ることができます。 

 

 

 

 

 

ヨシ保全エリア       

現況のヨシを保全します。  

ウッドデッキを歩きながら、ヨシ 

 やそこに棲む生物の観察を行うこ 

とができます。 

ビオトープエリア       

水田を含めた一帯をビオトープ 

エリアとし、生物多様性の保全 

と、観察学習の場として活用 

します。          

薬草・観察エリア       

築山の展望台から水辺に集まる 

水鳥やヨシ原の生き物の観察を

し、薬草等を植栽します。 

 

水田エリア          

様々な生物の生息地となる水田 

をビオトープの一部として活用 

します。また、農業体験の学習 

の場としても活用します。   

 

(写真出典)大阪府立環境農林水産総合研究所 生物多様性センターHP http://www.kannousuiken-osaka.or.jp/biodiv/suiden/suiden2015/0725.html 

水辺エリア     

敷地に降った雨水を 

活用して水辺空間を 

整備します。 

郡山市の花・木・鳥 

市民が郡山を体感できるよう、郡山市の花（ハナカツミ）、木（ヤマザ

クラ）、鳥（カッコウ）と親しめる場を創出します。 

 

 

 

 

ハナカツミ  ヤマザクラ    カッコウ 

【３案共通の防災機能①】防災学習 

：現在位置周辺の浸水被害想定がカメラに合成表示されるなど I

T を活用した体験や、土のうづくり体験など、市民が気軽に来

ることのできる立地の良さを活かし、防災学習の機会を提供し

ます。 

【３案共通の防災機能②】雨水の流出抑制 

：透水性舗装や植栽を取り入れたグリーントラベルルート、レインガ 

ーデンにより、敷地内に降った雨水を緑地にゆっくりと浸透させ、内水氾濫を抑制します。 

薬草・観察エリア 
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６-２. 利活⽤方針Ｂ案（3D 図）  生物多様性を守り 学び 伝える みどりの広場 
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６-３. 利活⽤方針Ｃ案（平⾯図） 安積開拓時代へタイムスリップ 郡⼭の歴史体感ミュージアム 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

トンネルエリア 

築山に水路トンネルを整備

します。子どもが中を通れ

るようにします。 

 

 

 

 

 

 

トンネルエリア 

水田エリア・畑エリア   

昔ながらの農機具を用いて 

歴史学習を含めた農業体験 

活動を行います。     

 

 

畑エリア 

 

 

 

 

 

広場・植樹エリア 

郡⼭の「歴史」を重視 〜郡⼭の歴史をだれもが体感できる機能を取り入れた案〜 

●歴史体験学習のため、水田・畑を市民協働で整備し、農業体験学習を行います。 

●築山と水路トンネルを整備し、猪苗代湖の水を水路トンネルで引いてきたことで今日の郡山の発展があった 

ことを体感できるようにします。 

●安積疏水に水を流し池に流入させ、猪苗代湖を再現し、安積疏水の歴史を感じられる空間にします。 

【３案共通の防災機能①】防災学習 

：現在位置周辺の浸水被害想定がカメラに合成表示されるなど IT を

活用した体験や、土のうづくり体験など、市民が気軽に来ることの

できる立地の良さを活かし、防災学習の機会を提供します。 

【３案共通の防災機能②】雨水の流出抑制 

：透水性舗装や植栽を取り入れたグリーントラベルルート、レインガ 

ーデンにより、敷地内に降った雨水を緑地にゆっくりと浸透させ、内水氾濫を抑制します。 

水辺エリア     

敷地に降った雨水を 

活用して水辺空間を 

整備します。 

郡山市の花・木・鳥 

市民が郡山を体感できるよう、郡山市の花（ハナカツミ）、木（ヤマザ

クラ）、鳥（カッコウ）と親しめる場を創出します。 

 

 

 

 

ハナカツミ  ヤマザクラ    カッコウ 

薬草園・ワイルドフラワーメドウ 

郡山の生物や植物にとって、より 

自然に近い生息地・生育地及び薬

草園を設けます。 

 薬草園・ワイルドフラワーメドウ 

11 

イベントエリア       

市民協働で植樹を行います。 

広場（芝）では、イベントを開催 

します。災害時にはテント村等と 

して活用します。 
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６-３. 利活⽤方針Ｃ案（3D 図） 安積開拓時代へタイムスリップ 郡⼭の歴史体感ミュージアム 
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参  考 

１ 旧豊田貯水池利活用懇談会名簿                          ２ これまでの懇談会での検討経過 
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〇 第１回会議 

 開催日 

   ・令和元年６月２５日 

  主な会議内容 

   ・懇談会設置目的について 

   ・旧豊田貯水池利活用検討体制について 

   ・旧豊田貯水池利活用に係る各種計画及び取組み状況について 

   ・これまでの検討経過について  

   ・利活用に係る着眼点について 

   ・旧豊田貯水池を取り巻く概況について 等 

 

 

〇 第２回会議 

  開催日 

   ・令和２年１月３１日 

  主な会議内容 

   ・第１回懇談会の振り返りについて 

   ・懇談会意見を踏まえた視点について 

   ・新たに配慮すべき視点について 

   ・コンセプト（案）について 等 

（敬称略） 
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